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 左  右  識  別  困  難  と  左  右  意  識  度  の  関  係 

 −  習  い  事  の  種  類  に  よ  る  検  討  − 
 S.T  ＜  社  ②  ゼ  ミ  ＞ 

 １  ．  は  じ  め  に 
 ⽇  常  ⽣  活  に  お  い  て  とっ  さ  の  左  右  判  断  に  困  難  を  抱  え  る  こ  と 

 は  「左  右  識  別  困  難」  と  呼  ば  れ  る。  左  右  識  別  困  難  と  区  別  さ 

 れ  る  も  の  と  し  て、  「左  右  識  別  障  害」  が  あ  る。  こ  れ  は、  脳  の 

 ⼀  部  が  損  傷  し  て  起  こ  る  ゲ  ル  ス  ト  マ  ン  症  候  群  の  症  状  の  ⼀  つ 

 で、  ⾃  分  や  他  ⼈  の  体  の  左  右  の  違  い  を  認  知  で  き  ず、  空  間  的  な 

 位  置  関  係  の  把  握  が  難  し  く  な  る  も  の  で  あ  る  [1]  。  左  右  識  別  困 

 難  は  ⽇  常  の  様々  な  場  ⾯  で  障  害  と  な  る。  「右  を  向  け」、  「左 

 に  曲  が  れ」  な  ど  の  簡  単  な  指  ⽰  に  とっ  さ  に  対  応  で  き  な  い  こ  と 

 は  苦  痛  で  あ  り、  不  便  で  あ  る。  し  か  し、  左  右  識  別  困  難  の  原 

 因  は  明  ら  か  に  さ  れ  て  い  な  い。  左  右  を  識  別  す  る  能  ⼒  の  体  得 

 は  発  達  過  程  に  お  い  て  ⽐  較  的  後  期  に  ⽣  じ  る  も  の  で  あ  り、  そ 

 の  能  ⼒  の  程  度  に  は  個  ⼈  差  が  あ  る。  そ  の  た  め、  健  常  成  ⼈  で 

 あっ  て  も  約  3  割  の  ⼈  が  左  右  識  別  困  難  で  あ  る  と  さ  れ  て  い  る  [2] 

 。  個  ⼈  が  ど  の  五  感  を  優  先  し、  ど  の  よ  う  な  バ  イ  ア  ス  に  よっ 

 て  物  を  ⾒  て  い  る  の  か  と  い  う  認  知  ス  タ  イ  ル  や、  左  右  の  決  定  に 

 ⽤  い  る  ⾔  語  的  な  操  作  の  難  し  さ  が  左  右  識  別  困  難  に  関  係  し  て 

 い  る  と  い  う  研  究  も  あ  る  [3]  。  統  計  的  に  は  「⼥  性」  の  「左  利 

 き」  で  「幼  少  期  に  利  き  ⼿  の  矯  正  を  し  た」  者  に  顕  著  に  現  れ 

 る  こ  と  が  ⽰  さ  れ  て  い  る  [1]  。 

 し  か  し、  近  年、  脳  の  性  差  は  あ  ま  り  な  い  と  さ  れ、  性  差  よ 

 り  も  個  ⼈  差  に  ⽬  が  向  け  ら  れ  る  よ  う  に  なっ  て  い  る。  よっ  て 

 性  別  や  認  知  ス  タ  イ  ル  以  外  に  も、  左  右  を  識  別  す  る  能  ⼒  の  育 

 成  の  要  因  と  な  る  も  の  が  あ  る。  今  回  は  そ  の  発  症  要  因  を  調  べ 

 る  た  め、  幼  少  期  の  事  象  が  発  達  後  の  左  右  識  別  困  難  の  度  合  い  を 

 決  定  づ  け  て  い  る  の  で  は  な  い  か、  と  い  う  仮  説  を  ⽴  て  た。  幼 

 少  期  の  事  象  の  中  で  も、  習  い  事  に  焦  点  を  当  て、  習  い  事  の  種  類 

 と  期  間、  左  右  意  識  度  と  左  右  識  別  困  難  の  度  合  い  と  の  関  係  を 

 調  べ  た。  こ  こ  で  は、  左  右  意  識  度  と  は、  特  定  の  習  い  事  を 

 ⾏っ  て  い  た  間  に  左  右  に  つ  い  て  ど  れ  く  ら  い  意  識  し  て  い  た  か 

 を  表  し  て  い  る。 

 ２  ．  ⽅  法 
 2.1     調  査  対  象 

 2023  年  9  ⽉  に、  茨  城  県  ⽴  ⽵  園  ⾼  等  学  校  の  2  年  ⽣  80  ⼈  を  対 

 象  に  グー  グ  ル  フォー  ム  に  よ  る  調  査  を  ⾏っ  た。  ま  た、  性  別  に 

 よっ  て、  ⽣  徒  を  男  ⼦  （  n  =  20  ）、  ⼥  ⼦  （  n  =  60  ）、  利  き  ⼿  に 

 よっ  て、  ⽣  徒  を  右  利  き  （  n  =  68  ）、  左  利  き  （  n  =  10  ）、  両  利 

 き  （  n  =  2  ）  に  分  類  し  た。 

 2.2     質  問  紙 

 本  研  究  で  は、  以  下  の  3  つ  の  質  問  集  を  使  ⽤  し  て、  （  a  ）  対 

 象  者  の  利  き  ⼿、  （  b  ）  左  右  識  別  困  難  度、  （  c  ）  習  い  事  の  種 

 類、  期  間、  左  右  意  識  度  と  左  右  識  別  困  難  度  と  の  関  係  に  つ  い 

 て  調  査  し  た。 

 （  a  ）  エ  ディ  ン  バ  ラ  利  き  ⼿  テ  ス  ト 

 利  き  ⼿  と  左  右  識  別  困  難  度  と  の  関  係  を  調  べ  る  た  め  に、  エ 

 ディ  ン  バ  ラ  利  き  ⼿  テ  ス  ト  を  ⽤  い  た  [4]  。  例  え  ば、  「字  を  書 

 く  ⼿  は  ど  ち  ら  で  す  か。」、  「は  さ  み  を  使  う  ⼿  は  ど  ち  ら  で  す 

 か。」  な  ど  10  項  ⽬  で  あ  り、  そ  れ  ぞ  れ  の  質  問  に  対  し 

 て、  R2  （常  に  右  ⼿）  R1  （ほ  ぼ  右  ⼿）  R1  、  L1  （両  ⽅）  L1 

 （ほ  ぼ  左  ⼿）  L2  （常  に  左  ⼿）  で  答  え  さ  せ、  利  き  ⼿  指  数  α 

 =100×  （  R  の  値  -L  の  値）  /  （  R  の  値  +L  の  値）  を  ⽤  い  て  利  き 

 ⼿  を  判  断  し  た。  20≦α≦100  を  右  利  き、  -20  ＜  α  ＜  20  を  両  利 

 き、  -100≦α≦-20  を  左  利  き  と  し  た。  ま  た、  質  問  の  意  図  を  明 

 確  化  す  る  た  め  に、  ⽂  ⾔  を  ⼀  部  変  更  し  た。 

 （  b  ）  左  右  識  別  困  難  質  問  紙 

 「左  右  識  別  困  難  質  問  紙  （試  案）」  を  ⽤  い  た  [5]  。  は  じ  め  に 

 「左  右  を  判  断  す  る  能  ⼒  に  ⾃  信  が  あ  る  か」  を  問  い、  「『右  ⼿ 

 を  上  げ  る』  『左  ⼿  を  出  す』  な  ど  の  命  令  に  とっ  さ  に  反  応  で  き 

 な  い  こ  と  が  あ  り  ま  す  か。」、  「正  ⾯  に  ⽴っ  て  い  る  ⼈  の  ，  ⼿ 

 や  体  の  部  分  の  左  右  が  とっ  さ  に  分  か  ら  な  い  こ  と  が  あ  り  ま  す 

 か。」  な  ど  7  項  ⽬  を  問  い、  1  （まっ  た  く  な  い）  か  ら  5  （ほ  と 

 ん  ど  い  つ  も）  の  5  件  法  で  あっ  た。  左  右  識  別  困  難  度  を  回  答  の 

 和  と  し、  最  ⼤  値  を  35  と  し  た。  ま  た、  「左  右  識  別  困  難  質  問 

 紙  （試  案）」  に  は  ⾞  の  運  転  時  の  左  右  識  別  に  関  す  る  質  問  が 

 あっ  た  が、  本  実  験  の  対  象  は  ⾼  校  ⽣  で  あ  る  の  で、  削  除  し  た。 

 （  c  ）  習  い  事  に  関  す  る  質  問  紙 

 {1}  過  去  に  ⾏っ  て  い  た  習  い  事  の  種  類  に  つ  い  て  質  問  し  た。 

 「⽔  泳」、  「野  球」、  「英  会  話」、  「ピ  ア  ノ」  な  ど  ⼈  ⼝  の  多 

 い  習  い  事  を  20  個  選  び、  「習  い  事  は  し  て  い  な  かっ  た」,  「そ 

 の  他」  の  欄  を  設  け、  「そ  の  他」  に  関  し  て  は  ⾃  由  記  述  欄  を  設 

 け  た。  {2}  習  い  事  の  期  間  に  つ  い  て、  習  い  事  を  開  始  し  た  時  期 

 と、  ⾏っ  た  期  間  を  質  問  し  た。  {3}  習  い  事  を  ⾏っ  て  い  る  最  中 

 の  左  右  意  識  度  に  つ  い  て  質  問  し  た。  1  （全  く  意  識  し  て  い  な 

 かっ  た）  か  ら  6  （と  て  も  意  識  し  て  い  た）  の  6  件  法  で  あっ 

 た。  {1}  、  {2}  、  {3}  の  全  て  に  お  い  て、  期  間  が  最  も  ⻑  い  習  い  事 

 と、  期  間  が  ⼆  番  ⽬  に  ⻑  い  習  い  事  を  質  問  し  た。 

 ３  ．  実  験  結  果 
 3.1     利  き  ⼿  と  左  右  識  別  困  難  度  に  つ  い  て 

 対  象  者  80  名  に  対  し  て、  利  き  ⼿  を  調  べ  た  と  こ  ろ、  右  利  き 

 68  名、  左  利  き  10  名、  両  利  き  2  名  で  あっ  た。  利  き  ⼿  別  の  左  右 

 識  別  困  難  度  の  平  均  値  （括  弧  内  に  ⽰  す）  は、  右  利  き  （  M  = 

 14.3  ）、  左  利  き  （  M  =  16.1  ）、  両  利  き  （  M  =  12.5  ）  で  あっ 

 た。 

 3.2     習  い  事  の  種  類  と  左  右  識  別  困  難  度  に  つ  い  て 

 【  1  】  期  間  が  最  も  ⻑  い  習  い  事  に  お  い  て、  特  定  の  習  い  事  を 

 し  て  い  た  ⼈  の  左  右  識  別  困  難  度  の  平  均  値  （括  弧  内  に  ⽰  す） 

 が  ⾼  い  順  に、  そ  ろ  ば  ん  （  M  =  23  ）、  学  習  塾  （  M  =  19.8  ）、 

 体  操・  新  体  操  （  M  =  18.5  ）  で  あ  り、  低  い  順  に、  陸  上  （  M  = 

 7  ）、  バ  レー  ボー  ル  （  M  =  10  ）、  サッ  カー・  フッ  ト  サ  ル  （  M 

 =  11.5  ）  で  あっ  た。  【  2  】  期  間  が  ⼆  番  ⽬  に  ⻑  い  習  い  事  に  お 

 い  て、  特  定  の  習  い  事  を  し  て  い  た  ⼈  の  左  右  識  別  困  難  度  の  平  均 

 値  が  ⾼  い  順  に、  野  球  （  M  =  23  ）、  卓  球  （  M  =  20  ）、  ト  ラ  ン 

 ポ  リ  ン  （  M  =  17  ）  で  あ  り、  低  い  順  に、  バ  ス  ケッ  ト  ボー  ル 



 （  M  =  7  ）、  テ  ニ  ス  （  M  =  9.5  ）、  陸  上  （  M  =  10.5  ）  で  あっ 

 た。 

 3.3     習  い  事  の  期  間  と  左  右  識  別  困  難  度  に  つ  い  て 

 【  1  】  期  間  が  最  も  ⻑  い  習  い  事  に  お  い  て、  習  い  事  の  期  間  の 

 ⻑  さ  と  左  右  識  別  困  難  度  の  相  関  係  数  r  は  r  =  -0.053  （男  性  r 

 =  0.119     ⼥  性  r  =  -0.140  ）  で  あ  り、  ほ  と  ん  ど  相  関  関  係  は  認 

 め  ら  れ  な  かっ  た  （図  １）。  【  2  】  期  間  が  ⼆  番  ⽬  に  ⻑  い  習  い 

 事  に  お  い  て、  習  い  事  の  期  間  の  ⻑  さ  と  左  右  識  別  困  難  度  の  相  関 

 係  数  r  は  r  =  -0.013  （男  性  r  =  0.053     ⼥  性  r  =  -0.048  ）  で 

 あ  り、  ほ  と  ん  ど  相  関  関  係  は  認  め  ら  れ  な  かっ  た。 

 3.4     個  ⼈  の  意  識  度  と  左  右  識  別  困  難  度  に  つ  い  て 

 【  1  】  期  間  が  最  も  ⻑  い  習  い  事  に  お  い  て、  個  ⼈  の  意  識  度  と 

 左  右  識  別  困  難  度  の  相  関  係  数  r  は  r  =  -0.075  （男  性  r  =  0.122 

 ⼥  性  r  =  -0.161  ）  で  あ  り、  ほ  と  ん  ど  相  関  関  係  は  認  め  ら  れ  な 

 かっ  た  （図  ２）。  【  2  】  期  間  が  ⼆  番  ⽬  に  ⻑  い  習  い  事  に  お  い 

 て、  個  ⼈  の  意  識  度  と  左  右  識  別  困  難  度  の  相  関  係  数  r  は  r  = 

 0.123  （男  性  r  =  0.254     ⼥  性  r  =  0.068  ）  で  あ  り、  男  性  の 

 み  正  の  相  関  関  係  が  認  め  ら  れ  た。 

 図  １     期  間  が  最  も  ⻑  い  習  い  事  に  お  い  て  の  「習  い  事  の  期  間 

 の  ⻑  さ」  と  「左  右  識  別  困  難  度」  の  散  布  図 

 図  ２     期  間  が  最  も  ⻑  い  習  い  事  に  お  い  て  の  「個  ⼈  の  意  識 

 度」  と  「左  右  識  別  困  難  度」  の  散  布  図 

 ４  ．  考  察 
 習  い  事  の  種  類  に  つ  い  て、  【  1  】  で  は  困  難  度  の  ⾼  い  習  い  事 

 の  上  位  2  つ  が  学  習  系  で  あっ  た  の  に  対  し、  【  2  】  上  位  3  つ  が  ス 

 ポー  ツ  系  で  あっ  た。  【  1  】、  【  2  】  の  両  ⽅  で  困  難  度  の  下  位  3 

 つ  が  ス  ポー  ツ  系  で  あっ  た  が、  い  ず  れ  も  回  答  者  は  2  ⼈  前  後  で 

 あっ  た。  【  1  】、  【  2  】  の  両  ⽅  で  中  間  位  は  回  答  者  数  が  多  く、 

 困  難  度  の  平  均  も  15  前  後  で  あっ  た。  こ  れ  ら  よ  り、  習  い  事  の 

 種  類  に  関  わ  ら  ず、  困  難  度  の  平  均  は  ⼀  定  に  な  る  と  考  え  ら  れ 

 る。  す  な  わ  ち  習  い  事  の  種  類  と  左  右  識  別  困  難  度  に  は  関  係  が 

 無  い  と  い  え  る。  次  に  習  い  事  の  期  間  の  ⻑  さ  に  つ  い  て、  【  1 

 】、  【  2  】  の  両  ⽅  で、  期  間  の  ⻑  さ  と  左  右  識  別  困  難  度  に  は  相 

 関  関  係  が  認  め  ら  れ  な  かっ  た。  ゆ  え  に、  習  い  事  の  期  間  の  ⻑ 

 さ  と  左  右  識  別  困  難  度  に  は  関  係  が  無  く、  困  難  度  の  性  差  も  ほ  と 

 ん  ど  無  い  と  い  え  る。  最  後  に、  個  ⼈  の  左  右  意  識  度  に  つ  い  て、 

 【  1  】、  【  2  】  の  両  ⽅  で、  個  ⼈  の  左  右  意  識  度  と  左  右  識  別  困  難 

 度  に  は  相  関  関  係  が  認  め  ら  れ  な  かっ  た。  ゆ  え  に、  個  ⼈  の  左 

 右  意  識  度  と  左  右  識  別  困  難  度  に  は  関  係  が  無  く、  困  難  度  の  性  差 

 も  ほ  と  ん  ど  無  い  と  い  え  る。  以  上  よ  り、  習  い  事  の  種  類、  期 

 間  の  ⻑  さ、  個  ⼈  の  左  右  意  識  度  の  い  ず  れ  も  が  左  右  識  別  困  難  度 

 に  関  係  し  て  い  な  い  こ  と  が  分  かっ  た。  こ  の  こ  と  か  ら、  左  右 

 識  別  能  ⼒  の  発  達  に  は  他  の  要  因  が  関  係  し  て  い  る  こ  と  が  考  え 

 ら  れ  る。 

 ５  ．  今  後  の  課  題 
 今  回  の  調  査  で  は、  回  答  者  数  が  １  ⼈  で  あっ  た  習  い  事  も  あ 

 り、  習  い  事  別  の  困  難  度  や  意  識  度  を  適  切  に  計  れ  て  い  な  かっ 

 た  た  め、  ⺟  数  を  増  や  す  こ  と  で、  異  な  る  結  果  が  出  る  可  能  性  が 

 あ  る  こ  と  を  考  慮  し  て、  再  度  調  査  し  た  い。  ま  た、  考  察  で  も  述 

 べ  た  通  り、  今  回  の  調  査  で  調  べ  た  事  柄  の  他  に  左  右  識  別  能  ⼒ 

 の  発  達  に  関  係  す  る  事  柄  が  存  在  し  て  い  る  と  思  わ  れ  る  た  め、  調 

 査  し  た  い。 
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